
開催要項

日時 令和８年９月２５日（金）１３：００～１６：３５
形式 オンライン（ Zoom配信 ）

料金＜1名につき＞（消費税10％含む） 合計参加人数に応じて単価変動します。

いずれもテキスト・資料代を含みます。
改善・提案研究会会員企業の場合、無料招待枠（２名まで）を利用可能です。利用をご希望される場合は、無料招待者欄に利用人数を
ご記入の上、メール送付またはFAXにてお申込み下さい。（WEBサイトからお申込みの場合、無料招待枠の利用不可）
尚、本大会を機にご入会いただく場合は、会員扱いとなります。（入会資料は下記の問合わせ先へご照会ください。）

定員/お申込み期日 100名 / 令和８年９月１８日（金） ※定員に達し次第申込を締め切らせていただきます。

キャンセルについて

お申し込み後、キャンセルされる場合は、必ず事前にご連絡ください。
開講日の5営業日前から、または受講用URL発行後やテキスト到着後は、参加料の100％を申し受けます。
なお、事前に連絡なくご欠席された場合も、100％のキャンセル料が発生いたしますのであらかじめご了承ください。

お問合せ/お申込み先

一般社団法人日本経営協会 中部本部 改善・提案研究会事務局 担当：木野
〒461-0005 愛知県名古屋市東区東桜１－13－３ ＮＨＫ名古屋放送センタービル10階
TEL：（052）957-4172 FAX：（052）952-7418 E-mail：chubu-kkg@noma.or.jp
一般社団法人日本経営協会 WEBページ https://www.noma.or.jp/  ※お電話でのお問合わせは平日の9：15～17：15にお願いいたします。

現場を改革する！町工場のすごいカイゼン

大伸ダイス工業株式会社 代表取締役 川島 幸大 氏

主催： ／改善・提案研究会 事務局

 JR東日本テクノロジー株式会社

リコーインダストリー株式会社

東北エプソン株式会社

トヨタ紡織滋賀株式会社(フリガナ)

貴団体名
【ご派遣責任者（ご連絡担当）】

氏名（フリガナ）

所属・役職

メールアドレス

(フリガナ)

所在地
〒

TEL （ ） - FAX （ ） -

合計参加人数 ※1 内 無料招待者 内 有料参加者

名 名 名

ご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。

①請求書や資料の発送など運営に関わる事務処理 ②本会事業のご案内 なお②がご不要の場合は右□にチェックをご記入ください □不要

60026858

下記の参加申込書に必要事項をご記入の上、メール送付又はFAXにてお申込み下さい。WEBサイトからのお申込みも可能です。

■2026年度からNOMAセミナーの申込方法が変わります ※研修管理システム「manaable（マナブル）」導入

1．本会HP（noma.or.jp/）、またはmanaableのNOMA専用サイト（noma.manaable.com/）にアクセス
2．manaableにて「申込担当者登録」→「団体登録」→「受講者登録」→「中部大会を検索」
3．manaableから「企業/団体で申込」※参加者ごとに個別メールアドレスにてユーザー登録が必要となります。

お申込み完了後、担当者より連絡票をご派遣責任者（ご連絡担当者）までメールにてお送りいたします。
メールまたはFAXにてお申込みいただいた場合は、振込口座を記載した請求書をご派遣責任者までお送りいたします。
WEBサイト（マナブル）からお申込みいただいた場合は、マナブルのマイページよりご請求書をダウンロードください。

・参加予定者のご都合が悪くなられた場合は、代理の方にご出席いただきますようお願いいたします。
・領収書は「振込金受領書」をもって代えさせていただきます。領収書が必要な場合はご連絡ください。
・振込手数料は貴社（団体）にてご負担下さい。
・参加者が少数の場合、天災の場合などにおいては、中止・延期させていただく場合があります。 企業・団体の改善・提案

活動に関わるすべての方

区分/参加者数 1～3名 4～9名 10～19名 20～49名 50名以上

改善・提案研究会 会員 8,800円 7,700円 6,600円 5,500円 4,400円

日本経営協会 会員 12,650円 11,550円 10,450円 9,350円 8,250円

一般 18,150円 17,050円 15,950円 14,850円 13,750円

令和 ８年 ９月２５日（金）
１３：００～１６：３５

オンライン（Zoom配信）
※カメラ・マイクをご用意ください

ご参加対象
優秀改善事例発表

お申込み方法

本大会は、主に企業・団体の「改善・提案活動」に携わる方を対象として、講演及び優秀事例発表を通じた
情報共有と意見交換により、組織の「改善・提案活動」の活性化と推進のためお役立ていただくことを目的
として開催いたします。
今年度も、地域や立場を問わず幅広い方々にご参加いただけるように、オンライン形式にて開催する運びと
なりました。毎年、ご好評の声を多数いただいております本大会に奮ってご参加ください。

改善が続く職場は何が違うのか

～現場のチームワークが改善文化を育てる～
     
   あすか経営事務所 代表

中小企業診断士 菅田 裕之 氏

R8.9.25一般社団法人日本経営協会 改善・提案研究会事務局 行 FAX（052）952-7418

第４９回

改善・提案活動 中部大会

特別講演

まとめの講義

令和８年 月 日

日 時 開催形式

企業・団体の「改善・提案活動」の活性化・推進のヒントをつかむ！

第４９回 改善・提案活動 中部大会 参加申込書

セミナー番号：926



１３：００
～１３：１０

開会挨拶
オリエンテーション

「改善・提案研究会」企画運営委員 代表

１３：０５

～

１４：２０

特別講演
・

質疑応答

『現場を改革する！町工場のすごいカイゼン』

大伸ダイス工業株式会社 代表取締役
大洋合金株式会社 代表取締役
株式会社MigLift 代表取締役
嘉悦大学大学院 教育アドバイザー

川島 幸大 氏

１４：２０
～１４：３０ 休憩

１４：３０

～

１４：５０

事例発表①

JR東日本テクノロジー株式会社
「ドアロックスイッチ交換用治具の考案」

東京支店
主任技術員 冨田 正男 氏・技術員 中田 敬太 氏

電車のドアの開閉に連動し開閉信号を発信する機器（ドアロックスイッチ）の交換作業について、
従来は脚立に乗って両腕をあげた状態での長時間作業が必要であり、さらに手の感覚等カンやコツ
に頼った作業であることから、作業の技能伝承に対して、技能取得までの個人差や、作業時間のば
らつきも生じていた。今回の発表では、ドアロックスイッチ交換用治具を製作したことにより、作
業負担を軽減し、さらに技能伝承を簡素化することにより、新人とベテランの作業を平準化できた
事例についてご紹介いたします。

１４：５０

～

１５：１０

事例発表②

リコーインダストリー株式会社
「AGV電源コネクタ取り外し補助ツールの考案」

プリンタ生産事業部ものづくりセンター

ＥＰ製品生産室 ＥＰ生産二Ｇ 班長 中根 直樹 氏

生産ラインで使用される18台の無人搬送車（AGV）を充電する際、電源コネクタの
抜き差し作業は強い力が必要な上、電源コード断線の原因にもなっていました。
本発表では、電源コネクタ取り外し補助ツールを考案・導入したことにより、
誰でも簡単且つ安全に電源コネクタ抜き差し作業が可能になった事例についてご紹介いたします。

企画運営委員企業

１５：１０

～

１５：３０

事例発表③

東北エプソン株式会社
「搬送アームとウエハ間の接触判定デジタル化の考案」

IC製造技術推進部

池田 東梧 氏・日向 梓 氏・小笠原 喜人 氏

半導体製造装置の点検において、従来はウエハと搬送アームの隙間確認を「目視」
で行っており、作業結果の人的ばらつきと作業員の身体的負担が課題となっていま
した。
本発表では、ウエハと搬送アームの隙間の有無を「電気抵抗」で判定するデジタル
測定器の考案によって、人的負担の軽減と点検精度の向上を実現した事例について
ご紹介いたします。

１５：３０

～

１５：５０

事例発表④

トヨタ紡織滋賀株式会社
「カーペット端材剥離装置の考案」

福薗 亘 氏

自動車のカーペット製造過程で生じる不要部分（端材）は、異なる材質を３層
（表皮＋樹脂＋フェルト）で張り合わせている複合物のため、そのままではマテ
リアルリサイクルができないが、分別のためにフェルト層を人力で剥がす作業は
時間がかかり、身体的な負担も大きいため実施できなかった。
本発表では、“夏みかん”の皮むきから着想を得た全自動の剥離装置を考案したことで、年間の
カーペット廃棄量を60%削減し、マテリアルリサイクルを実現した事例についてご紹介いたします。

１５：５０
～１５：５５ 休憩

１５：５５

～

１６：３０

まとめの講義

『改善が続く職場は何が違うのか

～現場のチームワークが改善文化を育てる～』

あすか経営事務所 代表

中小企業診断士/あいち産業振興機構 登録専門家

菅田 裕之 氏

１６：３０
～１６：３５ 閉会挨拶 一般社団法人日本経営協会 理事 経営教育事業部長 宮津 和義

「改善・提案研究会」企画運営委員企業（50音順）

委員企業 ：NGK株式会社・株式会社小糸製作所・株式会社デンソー・日本電子株式会社・

パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社・ホシザキ株式会社

・異なる業種の方の改善報告を聞くことができて、良い刺激になりました。

・講演内容が大変参考になりましたので、今後の改善活動に活かしていきたいと思います。

・改善活動に対する心理的ハードルが下がり、良い刺激を受けることが出来ました。

・自分の職場でも実践できそうな内容があったので、出来るところからチャレンジしていきたいと思います。

過去参加者の声（前年度アンケートより抜粋）

※進行状況等により、上記スケジュールは変更となる場合がございます。

第４９回 改善・提案活動 中部大会 総合プログラム

本講演では、赤字体質だった町工場において、様々なカイゼンフレームワークを活用
し、売上の伸長、従業員の意識変革、DX推進など、多角的な視点から会社の成長を
実現させた経験についてお話いただきます。

製造業にて約20年、技術者として開発・現場改善・マネ
ジメントに従事。人材育成部署では、講師として約1,500
名への指導実績を持つ（組織改善等）。現場改善・組織
改善の手法を伝えるとともに、自社内で改善をリードで
きる社内リーダーの育成を支援。
理論ではなく、現場が変わる実践を重視したスタイルで、
日本経営協会講師としても活動中。

1988年大阪府柏原市生まれ。大学卒業後、トヨタ系
ディーラーでの新車販売を通じて現場経験を積む。
2015年、祖父の他界を機に大伸ダイス工業株式会社
へ入社。当初は経営、業界未経験の状態から29歳で
代表取締役に就任し、現場視点の改善手法を経営に
応用することで売上を8年間で3倍に成長させる。現
在はM&AやDXを活用した町工場の再生・成長支援に
も取り組む。

著書：『町工場のすごいカイゼン』（白夜書房2025年）
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